
氏名 相　原　　嘉　之

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・人事委員会　委員　　　　　　  　・学生相談室運営委員会　委員　　・学生指導委員会　委員
・入試問題作成委員会　委員　  ・大学院専攻窓口責任者　　など
・奈良大学考古学研究会　顧問

専門分野

・考古学概論Ⅰ・Ⅱ
・文化財学研究法Ⅰ・考古学研究法
・文化財演習Ⅰ(二)
・基礎演習Ⅱ・学問と社会(四)
・考古学演習Ⅰ(二)・Ⅱ(二)・Ⅲ(二)・Ⅳ(二)
・世界遺産文化財学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

大学院博士後期課程
担当科目

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

学部担当科目

・文化財研究における現地・実物主義を実践するために、各授業において学外授業を実施してい
る。平城宮の発掘現場・平城宮跡・平城宮北方、西大寺周辺・斑鳩地域・飛鳥地域・藤原地域に
おいて現地を体感し、奈良市埋蔵文化財調査センターにおいて整理調査の流れを学んだ。特
に、藤原地域では、地形や小字などの多様な研究視点を身につけることを目指した。
・文化財報道において、新たな調査成果や文化財の課題について、授業に反映させ、学生たちの
理解を深めた。

・大阪市環境影響評価専門委員会　委員（大阪市）
・大阪府環境影響評価専門委員会　委員（大阪府）
・毛原廃寺跡保存活用計画策定委員会　委員（山添村）
・「飛鳥・藤原まるごと博物館」検定試験委員会　委員（古都飛鳥保存財団）
・条里制・古代都市研究会　編集委員

　【研究上の特記事項】 ・「奈良市における平城京の調査研究」の予備調査（準備作業）

通信教育部担当科目
・考古学概論
・卒業論文

令　和　3　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

条里制・古代都市研究会　　　日本遺跡学会　　　日本文化財科学会

王宮・王都からみた律令国家成立過程の研究

奈良大学文学部文化財学科

奈良大学　博士（文学）

日本考古学　　　文化財学

最終学歴

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・考古学特殊講義C(三）・Ｃ(四)
・考古学演習Ⅲ(一)・Ⅳ(一)授業科目



単著

単著

単著

単著

③

オンライン

古都飛鳥保存財団
高松塚壁画館

『奈良大学紀要　第49号』
奈良大学

2022年3月
『古代文化　第73巻第４
号』古代学研究会

2022年2月

明日香村・関西大学

奈良市西部公民館
奈良大学

2021年8月

古都伝承プロジェクト
月刊大和路ならら

古都伝承プロジェクト
月刊大和路ならら

2021年5月

2021年6月

（学術論文）

（著書）

①『高松塚古墳壁画の世界
－高松塚壁画館案内－』

②

33～50頁

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

著書､学術論文等の名称
単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2022年3月

研究業績[著書、学術論文等]

奈良市西部会館

（学会発表）

2021年7月

①「国家寺院の誕生と展開」

②「日本書紀完成1300年記念
－文字からみた飛鳥・藤原－」

①「古代高速情報伝達網を構
築する」

『条里制・古代都市研究
第37号』条里制・古代都
市研究会

117～132頁

エヴァンズ・キャッスルホール

エヴァンズ・キャッスルホール③「飛鳥の時間を刻む」

④「幻の大寺　高市大寺を探
る」

⑥「聖徳太子の実像」 2021年9月 奈良県立ろう学校 奈良県立ろう学校

②「古代大和の舟運利用の実
態」

2022年3月

③「重見泰著『日本古代都城の
形成と王権』」

2021年11月

2021年11月

⑦「飛鳥京から平城京を辿る
パート１　飛鳥京周辺を歩く」

135～138頁

奈良大学
奈良県

古都伝承プロジェクト
月刊大和路ならら

⑧「斑鳩に残る飛鳥時代の面影
を辿る」

⑨「聖徳太子（厩戸皇子）の実
像」

⑩「女帝の王宮　小墾田宮」

⑤「高市大寺の謎に迫る！」 2021年9月
古都伝承プロジェクト
月刊大和路ならら

2021年10月

2021年10月 東海旅客鉄道

エヴァンズ・キャッスルホール

奈良大学

エヴァンズ・キャッスルホール

明日香村内

斑鳩町内

古都飛鳥保存財団
奈良大学



⑬「聖徳太子（厩戸皇子）の実
像」

2021年12月

エヴァンズ・キャッスルホール

明日香村内⑰「飛鳥の終末期古墳探訪」

古都伝承プロジェクト
月刊大和路ならら

近江歴史回廊倶楽部

2022年1月

2022年3月

⑪「飛鳥烽群の再検討」

⑫「仏教寺院の成立と展開」

オンライン

高取町リベルテホール

2021年12月 両槻会

中日文化センター

飛鳥寺研修会館

中日文化センター

エヴァンズ・キャッスルホール⑯「飛鳥美人の語るもの」

2022年3月

2022年3月

2022年3月

斎宮歴史博物館
奈良大学

高取町教育委員会

古都伝承プロジェクト
月刊大和路ならら

⑭「律令国家形成期の初期斎
宮」

⑮「飛鳥烽群の再検討」



単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

共著  

⑬「飛鳥・藤原の考古学
飛鳥京跡苑池・北池の構造と性
格」

2021年12月
『飛鳥遊歩マガジン
Vol.387』両槻会

 

⑮「飛鳥・藤原の考古学
石組方形池は『池』なのか」

2021年11月
『月刊ならら　278号』
なら文化交流機構

32～33頁

⑫「飛鳥烽群の再検討」

⑯「飛鳥の遺跡を学ぶ⑩
『飛鳥美人』が語るもの」

2022年3月
『月刊ならら　282号』
なら文化交流機構

34～35頁

 

⑩「飛鳥・藤原の考古学
大極殿後殿はどこ」

2021年10月
『飛鳥遊歩マガジン
Vol.383』両槻会

2022年1月
『飛鳥遊歩マガジン
Vol.369』　両槻会

 

⑭「飛鳥の遺跡を学ぶ⑨
聖徳太子（厩戸皇子）の実像」

32～33頁

⑪「飛鳥の遺跡を学ぶ⑧
女帝の王宮『小墾田宮』」

⑦「『ブラタモリ』がもたらすもの
－撮影秘話と後日談－」

2021年8月
『明日香　第43号』
明日香村文化協会

12～16頁

2021年11月
『飛鳥遊歩マガジン
Vol.385』両槻会

 

⑨「飛鳥・藤原の考古学
天智朝の王宮と国際情勢10」

2021年9月
『飛鳥遊歩マガジン
Vol.381』両槻会

④「飛鳥の遺跡を学ぶ⑥
飛鳥の時間を刻む」

2021年7月
『月刊ならら　274号』
なら文化交流機構

22～23頁

 

⑥「斉明朝の王都造営
－天下の中心の創造－」

2021年8月
『土木技術　第76巻第
８号』土木技術社

21～27頁

②「飛鳥の遺跡を学ぶ⑤
古代高速情報伝達網を構築す
る」

2021年4月
『月刊ならら　272号』
なら文化交流機構

30～31頁

①「飛鳥・藤原の考古学
天智朝の王宮と国際情勢９」

2021年4月
『飛鳥遊歩マガジン
Vol.369』　両槻会

『ならぶ　Voi.187』
奈良大学

『奈良学友会たより
第54号』　　奈良大学
文化財歴史学科

『月刊ならら　276号』
なら文化交流機構

2021年5月

2021年7月

2021年9月

2022年3月
『飛鳥びと　No.14』
古都飛鳥保存財団

１頁

15頁

③「研究室紹介」

32～33頁

（その他）

⑤「『日本国』誕生の歴史を読
み解く」

⑧「飛鳥の遺跡を学ぶ⑦
高市大寺の謎に迫る！」

『月刊ならら　280号』
なら文化交流機構

⑰「高松塚古墳壁画発見50周
年記念　紙上座談会」

2022年1月



⑦「天声人語」にコメント 2021年12月

読売新聞

産経新聞

『祈りの回廊　2021年
10月～2022年3月秋冬
版』

朝日新聞

②「高市大寺　木之本廃寺説」

③「藤原京　２つの大官大寺
併存か」

⑤「聖徳太子に関わる人（動物）
たち」

⑥飛鳥京跡苑池についての
コメント

2021年12月

2021年10月

2021年7月

2021年5月

④「聖徳太子　日出づる処」
出演

（コメント・出演等）

①「日本政治の基礎を作った聖
徳太子」

　

2021年4月

　

朝日小学生新聞

奈良県観光プロモーション課

テレビ大阪

朝日新聞・産経新聞・
毎日新聞

「クイズ！あなたは小学
５年生より賢いの？」

日本テレビ②作問協力

⑤監修「古墳をめぐる」 2022年3月

③監修　「聖徳太子とともに生き
た女性たち」

2021年10月

『祈りの回廊 2022年3
月～2022年9月春夏
版』

『祈りの回廊　2021年
10月～2022年3月秋冬
版』

④監修　「影絵でみる聖徳太子
の事績」

2021年10月
「聖徳太子保存版特
集」『記紀・万葉プロ

ジェクト』

奈良県観光プロモーション課

奈良県観光プロモーション課

奈良県文化資源活用課

2021年8月

①監修「史実の聖徳太子」 2021年4月
『そらみつやまと
　17号』

東海旅客鉄道

2021年9月

（監修・協力等）


